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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の観察画像が順次入力され、前記観察画像から注目領域を検出するための処理を
行う検出部と、
　前記検出部において前記注目領域が継続して検出された場合に、前記注目領域の検出が
開始されたタイミングから第１時間経過後に入力される前記被検体の前記観察画像に対し
、前記注目領域に対応する位置の強調処理をする強調処理部と、
　前記観察画像内における前記注目領域の位置を示す情報である位置情報、及び、前記観
察画像内における前記注目領域の大きさを示す情報であるサイズ情報のうちの少なくとも
一方に基づいて前記第１時間を設定する遅延時間制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡画像処理装置。
【請求項２】
　前記遅延時間制御部は、前記位置情報及び前記サイズ情報のうちの少なくとも一つに基
づいて前記観察画像内における前記注目領域の視認容易性が高いか否かを判定した判定結
果、及び、前記位置情報に基づいて前記観察画像内からの前記注目領域の消失可能性が高
いか否かを判定した判定結果のうちの少なくとも一方を用いて前記第１時間を設定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項３】
　前記遅延時間制御部は、前記位置情報から取得される前記注目領域の位置及び移動速度
と、前記サイズ情報から取得される前記注目領域の面積が前記観察画像の総面積に占める
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割合と、に基づき、前記観察画像内における前記注目領域の視認容易性が高いか否かを判
定する
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項４】
　前記遅延時間制御部は、さらに、前記被検体の観察を実際に行う術者の熟練度及び／ま
たは経験検査数に基づき、前記観察画像内における前記注目領域の視認容易性が高いか否
かを判定する
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項５】
　前記遅延時間制御部は、さらに、前記注目領域の明瞭性を示す所定のパラメータに基づ
き、前記観察画像内における前記注目領域の視認容易性が高いか否かを判定する
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項６】
　前記遅延時間制御部は、前記観察画像内における前記注目領域の視認容易性が高い場合
に、前記第１時間を所定時間よりも短い時間に設定する一方で、前記観察画像内における
前記注目領域の視認容易性が高い場合に、前記第１時間を前記所定時間よりも長い時間に
設定する
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項７】
　前記遅延時間制御部は、前記位置情報から取得される前記注目領域の位置、前記注目領
域の移動速度、及び、前記注目領域の移動方向に基づき、前記観察画像内からの前記注目
領域の消失可能性が高いか否かを判定する
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項８】
　前記遅延時間制御部は、前記観察画像内における前記注目領域の消失可能性が高い場合
に、前記注目領域の検出が開始されたタイミングから経過した現在の経過時間を前記第１
時間に設定する
　ことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項９】
　前記強調処理部は、前記第１時間が経過してから更に第２時間が経過した際に、前記強
調処理を終了する
　ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載の内視鏡画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡装置では、術者が、観察画像を見て病変部の有無等を判断している。術者
が観察画像を見る際に病変部の見落としを抑止するため、例えば、日本国特開２０１１－
２５５００６号公報に示されるように、画像処理により検出された注目領域にアラート画
像を付加して観察画像を表示する内視鏡装置が提案されている。
【０００３】
　しかしながら、従来の内視鏡装置では、術者が病変部を発見する前にアラート画像が表
示されることがあり、アラート画像によって示されていない領域に対する術者の注意力を
低下させ、また、術者の目視による病変部発見意欲を削ぎ、病変部発見能力の向上を妨げ
る懸念がある。
【０００４】
　そこで、本発明は、術者に対し、観察画像に対する注意力の低下を抑え、病変部発見能
力の向上を妨げずに、注目領域を提示する内視鏡画像処理装置を提供することを目的とす
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る。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様の内視鏡画像処理装置は、被検体の観察画像が順次入力され、前記観察
画像から注目領域を検出するための処理を行う検出部と、前記検出部において前記注目領
域が継続して検出された場合に、前記注目領域の検出が開始されたタイミングから第１時
間経過後に入力される前記被検体の前記観察画像に対し、前記注目領域に対応する位置の
強調処理をする強調処理部と、前記観察画像内における前記注目領域の位置を示す情報で
ある位置情報、及び、前記観察画像内における前記注目領域の大きさを示す情報であるサ
イズ情報のうちの少なくとも一方に基づいて前記第１時間を設定する遅延時間制御部と、
を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の実施形態に係る内視鏡画像処理装置を含む内視鏡システムの概略構成を
示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る内視鏡システムの検出支援部の構成を示すブロック図で
ある。
【図３】本発明の実施形態に係る内視鏡システムの表示用画像の画面構成の例を説明する
説明図である。
【図４】本発明の実施形態に係る内視鏡システムにおいて行われる処理の一例を説明する
フローチャートである。
【図５】本発明の実施形態に係る内視鏡システムにおいて行われる処理の一例を説明する
フローチャートである。
【図６】図５の処理において利用される観察画像の各部の分類方法の一例を示す模式図で
ある。
【図７】本発明の実施形態に係る内視鏡システムにおいて行われる処理に伴う表示用画像
の画面遷移の一例を説明するための図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。
【０００８】
　図１は、本発明の実施形態に係る内視鏡画像処理装置を含む内視鏡システムの概略構成
を示すブロック図である。
【０００９】
　内視鏡システム１の概略構成は、光源駆動部１１と、内視鏡２１と、制御部３２と、検
出支援部３３と、表示部４１と、入力装置５１と、を有して構成される。光源駆動部１１
は、内視鏡２１と、制御部３２とに接続される。内視鏡２１は、制御部３２に接続される
。制御部３２は、検出支援部３３に接続される。検出支援部３３は、表示部４１及び入力
装置５１に接続される。なお、制御部３２及び検出支援部３３は、別々の装置として構成
されていてもよく、または、同一の装置内に設けられていてもよい。
【００１０】
　光源駆動部１１は、内視鏡２１の挿入部２２の先端に設けられたＬＥＤ２３を駆動する
回路である。光源駆動部１１は、制御部３２と、内視鏡２１のＬＥＤ２３とに接続される
。光源駆動部１１は、制御部３２から制御信号が入力され、ＬＥＤ２３に対して駆動信号
を出力し、ＬＥＤ２３を駆動して発光させることができるように構成される。
【００１１】
　内視鏡２１は、挿入部２２を被検体内に挿入し、被検体内を撮像できるように構成され
る。内視鏡２１は、ＬＥＤ２３と、撮像素子２４とを有して構成される撮像部を有してい
る。
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【００１２】
　ＬＥＤ２３は、内視鏡２１の挿入部２２に設けられ、光源駆動部１１の制御下において
、被検体に照明光を照射できるように構成される。
【００１３】
　撮像素子２４は、内視鏡２１の挿入部２２に設けられ、照明光が照射された被検体の反
射光を図示しない観察窓を介して取り込むことができるように配置される。
【００１４】
　撮像素子２４は、観察窓から取り込まれた被検体の反射光を、光電変換し、図示しない
ＡＤ変換器により、アナログの撮像信号からデジタルの撮像信号に変換し、制御部３２に
出力する。
【００１５】
　制御部３２は、光源駆動部１１に制御信号を送信し、ＬＥＤ２３を駆動可能である。
【００１６】
　制御部３２は、内視鏡２１から入力される撮像信号に対し、例えば、ゲイン調整、ホワ
イトバランス調整、ガンマ補正、輪郭強調補正、拡大縮小調整等の画像調整を行い、後述
する被検体の観察画像Ｇ１を検出支援部３３に順次出力可能である。
【００１７】
　図２は、本発明の実施形態に係る内視鏡システムの検出支援部の構成を示すブロック図
である。検出支援部３３は、内視鏡画像処理装置としての機能を具備して構成されている
。具体的には、検出支援部３３は、図２に示すように、検出部３４と、判定部である継続
検出判定部３５と、検出結果出力部３６と、遅延時間制御部３７と、記憶部３８と、を有
して構成されている。
【００１８】
　検出部３４は、被検体の観察画像Ｇ１が順次入力され、観察画像Ｇ１についての所定の
特徴量に基づいて、観察画像Ｇ１における注目領域である病変候補領域Ｌを検出する回路
である。検出部３４は、特徴量算出部３４ａと、病変候補検出部３４ｂとを有して構成さ
れる。
【００１９】
　特徴量算出部３４ａは、被検体の観察画像Ｇ１についての所定の特徴量を算出する回路
である。特徴量算出部３４ａは、制御部３２と、病変候補検出部３４ｂとに接続される。
特徴量算出部３４ａは、制御部３２から順次入力される被検体の観察画像Ｇ１から所定の
特徴量を算出し、病変候補検出部３４ｂに出力可能である。
【００２０】
　所定の特徴量は、観察画像Ｇ１上の所定小領域毎に、所定小領域内の各画素と、当該画
素に隣接する画素との変化量、すなわち、傾き値を演算して算出される。なお、特徴量は
、隣接画素との傾き値によって算出される方法に限られず、別の方法で観察画像Ｇ１を数
値化させたものでも構わない。
【００２１】
　病変候補検出部３４ｂは、特徴量の情報から観察画像Ｇ１の病変候補領域Ｌを検出する
回路である。病変候補検出部３４ｂは、複数のポリープモデル情報を予め記憶できるよう
に、ＲＯＭ３４ｃを有して構成される。病変候補検出部３４ｂは、検出結果出力部３６と
、継続検出判定部３５と、遅延時間制御部３７と、に接続される。
【００２２】
　ポリープモデル情報は、多くのポリープ画像が共通して持つ特徴の特徴量によって構成
される。
【００２３】
　病変候補検出部３４ｂは、特徴量算出部３４ａから入力される所定の特徴量と、複数の
ポリープモデル情報とに基づいて病変候補領域Ｌを検出し、検出結果出力部３６と、継続
検出判定部３５と、遅延時間制御部３７と、に対して病変候補情報を出力する。
【００２４】
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　より具体的には、病変候補検出部３４ｂは、特徴量検出部から入力される所定小領域毎
の所定の特徴量と、ＲＯＭ３４ｃに記憶されるポリープモデル情報の特徴量とを比較し、
互いの特徴量が一致するとき、病変候補領域Ｌを検出する。病変候補領域Ｌが検出される
と、病変候補検出部３４ｂは、検出結果出力部３６と、継続検出判定部３５と、遅延時間
制御部３７と、に対し、検出された病変候補領域Ｌの位置情報及びサイズ情報を含む、病
変候補情報を出力する。
【００２５】
　なお、病変候補領域Ｌの位置情報は、観察画像Ｇ１内における病変候補領域Ｌの位置を
示す情報であり、例えば、観察画像Ｇ１内に存在する病変候補領域Ｌの画素位置として取
得される。また、病変候補領域Ｌのサイズ情報は、観察画像Ｇ１内における病変候補領域
Ｌの大きさを示す情報であり、例えば、観察画像Ｇ１に存在する病変候補領域Ｌの画素数
として取得される。
【００２６】
　なお、検出部３４は、観察画像Ｇ１から病変候補領域Ｌを検出するための処理を行う限
りにおいては、特徴量算出部３４ａ及び病変候補検出部３４ｂを有して構成されていなく
てもよい。具体的には、検出部３４は、例えば、ディープラーニング等の学習手法を用い
てポリープ画像を識別可能な機能を予め取得した画像識別器を観察画像Ｇ１に対して適用
する処理を行うことにより、当該観察画像Ｇ１から病変候補領域Ｌを検出するように構成
されていてもよい。
【００２７】
　継続検出判定部３５は、病変候補領域Ｌが継続して検出されているか否かを判定する回
路である。継続検出判定部３５は、少なくとも１フレーム前の病変候補情報を記憶できる
ように、ＲＡＭ３５ａを有して構成される。継続検出判定部３５は、検出結果出力部３６
に接続される。
【００２８】
　継続検出判定部３５は、例えば、観察画像Ｇ１上において、病変候補領域Ｌの位置が、
ずれたとき等であっても当該病変候補領域Ｌを追跡できるように、第１観察画像上の第１
病変候補領域と、第１観察画像よりも前に入力された第２観察画像上の第２病変候補領域
とが同じ病変候補領域Ｌであるか否かを判定し、順次入力される複数の観察画像Ｇ１上に
おいて同じ病変候補領域Ｌが連続的又は断続的に検出されるとき、病変候補領域Ｌの検出
が継続していると判定し、判定結果を検出結果出力部３６に出力する。
【００２９】
　検出結果出力部３６は、検出結果の出力処理をする回路である。検出結果出力部３６は
、強調処理部３６ａと、報知部３６ｂとを有して構成される。検出結果出力部３６は、表
示部４１に接続される。検出結果出力部３６は、制御部３２から入力される観察画像Ｇ１
と、病変候補検出部３４ｂから入力される病変候補情報と、継続検出判定部３５から入力
される判定結果と、遅延時間制御部３７により制御される第１時間（後述）と、に基づい
て、強調処理及び報知処理を行うことが可能である。検出結果出力部３６は、表示用画像
Ｇを表示部４１に出力する。
【００３０】
　図３は、本発明の実施形態に係る内視鏡システムの表示用画像の画面構成の例を説明す
る説明図である。検出結果出力部３６から出力される表示用画像Ｇ中には、図３に示すよ
うに、観察画像Ｇ１が配置される。図３は、観察画像Ｇ１の一例として、病変候補領域Ｌ
を有する大腸の内壁を表している。
【００３１】
　強調処理部３６ａは、病変候補検出部３４ｂにおいて病変候補領域Ｌが継続して検出さ
れた場合に、病変候補領域Ｌの検出が開始されたタイミングから第１時間経過後に入力さ
れる被検体の観察画像Ｇ１に対し、病変候補領域Ｌに対応する位置の強調処理をする。す
なわち、継続検出判定部３５によって継続して検出されていると判定される病変候補領域
Ｌが、第１時間継続して検出されるとき、強調処理が開始される。



(6) JP 6602969 B2 2019.11.6

10

20

30

40

50

【００３２】
　強調処理は、最長で第２時間行われ、第２時間経過後に終了する。第２時間経過する前
に、病変候補領域Ｌが継続検出判定部３５によって継続して検出されている状態が終わっ
た場合には、その時点で強調処理も終了する。
【００３３】
　より具体的には、継続検出判定部３５によって継続して検出されていると判定される病
変候補領域Ｌが、第１時間経過して強調処理を開始した後、更に第２時間経過した場合に
は、継続して検出されていても、強調処理は終了する。
【００３４】
　第２時間は、術者がマーカ画像Ｇ２から病変候補領域Ｌを十分認識可能な所定時間であ
り、例えば、１．５秒に予め設定されている。また、第２時間は、フレーム数によって規
定される。具体的には、例えば、１秒間のフレーム数が３０である場合には、第２時間が
４５フレームとして規定される。
【００３５】
　強調処理は、病変候補領域Ｌの位置を示す表示を行う処理である。より具体的には、強
調処理は、制御部３２から入力される観察画像Ｇ１に対し、病変候補情報に含まれる、位
置情報及びサイズ情報に基づいて、病変候補領域Ｌを囲むマーカ画像Ｇ２を付加する処理
である。なお、図３では、一例として、マーカ画像Ｇ２は、四角形で示しているが、例え
ば、三角形、円形、星形等どのような画像でも構わない。
【００３６】
　報知部３６ｂは、観察画像Ｇ１に病変候補領域Ｌが存在することを、強調処理とは異な
る報知処理によって術者に報知できるように構成される。報知処理は、強調処理が終了す
る第２時間経過後から、検出部３４による病変候補領域Ｌの継続検出が終了するまで行わ
れる。
【００３７】
　報知処理は、表示用画像Ｇ内における観察画像Ｇ１の外側の領域に報知画像Ｇ３を付加
する処理である。図３の２点鎖線では、一例として旗模様の報知画像Ｇ３を示しているが
、報知画像Ｇ３は、例えば、三角形、円形、星形等どのような画像でも構わない。
【００３８】
　遅延時間制御部３７は、例えば、演算回路等を具備して構成されている。また、遅延時
間制御部３７は、少なくとも１フレーム前の病変候補情報を記憶可能なＲＡＭ３７ａを有
して構成されている。また、遅延時間制御部３７は、検出結果出力部３６に接続される。
【００３９】
　遅延時間制御部３７は、病変候補領域Ｌが検出されてから強調処理が開始されるまでの
遅延時間である第１時間の初期値を設定するための制御を検出結果出力部３６に対して行
う。また、遅延時間制御部３７は、病変候補検出部３４ｂから入力される病変候補情報に
含まれる位置情報及びサイズ情報に基づき、０より大きくかつ第２時間よりも小さい範囲
内で第１時間を変更するための制御を検出結果出力部３６に対して行うことができるよう
に構成されている。第１時間の初期値は、所定時間であり、例えば、０．５秒に予め設定
されている。また、第１時間は、フレーム数によって規定される。具体的には、例えば、
１秒間のフレーム数が３０である場合には、第１時間が１５フレームとして規定される。
【００４０】
　記憶部３８は、例えば、メモリ等の記憶回路を具備して構成されている。また、記憶部
３８は、内視鏡２１による被検体の観察を実際に行う術者の熟練度及び／または経験検査
数を示す情報である術者情報が入力装置５１の操作により入力された際に、当該情報を格
納するように構成されている。
【００４１】
　表示部４１は、モニタによって構成され、検出結果出力部３６から入力される表示用画
像Ｇを画面上に表示可能である。
【００４２】
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　入力装置５１は、例えば、キーボード等のユーザインターフェースを具備し、検出支援
部３３に対して種々の情報を入力することができるように構成されている。具体的には、
入力装置５１は、例えば、ユーザの操作に応じた術者情報を検出支援部３３に入力するこ
とができるように構成されている。
【００４３】
　続いて、実施形態に係る内視鏡システム１の検出結果出力部３６及び遅延時間制御部３
７において行われる処理の具体例について、図４及び図５を参照しつつ説明する。図４及
び図５は、本発明の実施形態に係る内視鏡システムにおいて行われる処理の一例を説明す
るフローチャートである。
【００４４】
　内視鏡２１によって被検体が撮像されると、制御部３２によって画像調整処理がされた
後、観察画像Ｇ１が検出支援部３３に入力される。検出支援部３３に観察画像Ｇ１が入力
されると、特徴量算出部３４ａは、観察画像Ｇ１の所定の特徴量を算出し、病変候補検出
部３４ｂに出力する。病変候補検出部３４ｂは、入力された所定の特徴量と、ポリープモ
デル情報の特徴量とを比較し、病変候補領域Ｌの検出をする。病変候補領域Ｌの検出結果
は、継続検出判定部３５と、検出結果出力部３６と、遅延時間制御部３７と、に出力され
る。継続検出判定部３５は、病変候補領域Ｌが継続して検出されているか否かを判定し、
判定結果を検出結果出力部３６に出力する。
【００４５】
　遅延時間制御部３７は、病変候補検出部３４ｂから入力される病変候補領域Ｌの検出結
果に基づき、例えば、病変候補領域Ｌが検出されていない期間において、第１時間の初期
値を設定するための制御を検出結果出力部３６に対して行う。検出結果出力部３６は、遅
延時間制御部３７の制御に応じて第１時間の初期値を設定する（Ｓ１）。
【００４６】
　検出結果出力部３６は、病変候補検出部３４ｂから入力される病変候補領域Ｌの検出結
果に基づき、病変候補領域Ｌが検出されたか否かを判定する（Ｓ２）。
【００４７】
　検出結果出力部３６は、病変候補領域Ｌが検出されたとの判定結果を得た（Ｓ２：Ｙｅ
ｓ）場合に、病変候補領域Ｌが検出されてからの経過時間の計測を開始するとともに、遅
延時間制御部３７の制御に応じて第１時間を再設定する（Ｓ３）。また、検出結果出力部
３６は、病変候補領域Ｌが検出されていないとの判定結果を得た（Ｓ２：Ｎｏ）場合に、
表示用画像Ｇを表示部４１に出力する処理を行う（Ｓ８）。
【００４８】
　ここで、遅延時間制御部３７による第１時間の再設定に係る制御の具体例について、図
５及び図６を参照しつつ説明する。図６は、図５の処理において利用される観察画像の各
部の分類方法の一例を示す模式図である。
【００４９】
　遅延時間制御部３７は、病変候補検出部３４ｂから入力される病変候補情報及びＲＡＭ
３７ａに格納された病変候補情報に基づき、病変候補領域Ｌの現在の状態を取得するため
の処理を行う（Ｓ１１）。具体的には、遅延時間制御部３７は、病変候補検出部３４ｂか
ら入力される病変候補情報に含まれる位置情報に基づき、病変候補領域Ｌの中心の現在の
位置を取得する。また、遅延時間制御部３７は、病変候補検出部３４ｂから入力される病
変候補情報に含まれる位置情報と、ＲＡＭ３７ａに格納された病変候補情報に含まれる１
フレーム前の位置情報と、に基づき、病変候補領域Ｌの中心の現在の移動速度及び移動方
向を取得する。また、遅延時間制御部３７は、病変候補検出部３４ｂから入力される病変
候補情報に含まれるサイズ情報に基づき、病変候補領域Ｌの面積を取得する。
【００５０】
　遅延時間制御部３７は、Ｓ１１の処理により取得した病変候補領域Ｌの中心の現在の位
置に基づき、病変候補領域Ｌが観察画像Ｇ１の外縁部（図６参照）に存在するか否かを判
定する（Ｓ１２）。
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【００５１】
　遅延時間制御部３７は、病変候補領域Ｌが観察画像Ｇ１の外縁部に存在するとの判定結
果を得た（Ｓ１２：Ｙｅｓ）場合に、後述のＳ１４の処理を行う。また、遅延時間制御部
３７は、病変候補領域Ｌが観察画像Ｇ１の外縁部に存在しないとの判定結果を得た（Ｓ１
２：Ｎｏ）場合に、Ｓ１１の処理により取得した病変候補領域Ｌの中心の現在の位置に基
づき、病変候補領域Ｌが観察画像Ｇ１の中心部（図６参照）に存在するか否かを判定する
（Ｓ１３）。
【００５２】
　遅延時間制御部３７は、病変候補領域Ｌが観察画像Ｇ１の中心部に存在するとの判定結
果を得た（Ｓ１３：Ｙｅｓ）場合に、後述のＳ１６の処理を行う。また、遅延時間制御部
３７は、病変候補領域Ｌが観察画像Ｇ１の中心部に存在しないとの判定結果を得た（Ｓ１
３：Ｎｏ）場合に、後述のＳ１９の処理を行う。
【００５３】
　すなわち、Ｓ１２及びＳ１３の処理によれば、病変候補領域Ｌが観察画像Ｇ１の外縁部
及び中心部のいずれにも存在しない場合（Ｓ１２：ＮｏかつＳ１３：Ｎｏの場合）には、
病変候補領域Ｌが観察画像Ｇ１の中間部（図６参照）に存在するものと推定して以降の処
理が行われる。
【００５４】
　遅延時間制御部３７は、Ｓ１１の処理により取得した病変候補領域Ｌの中心の現在の移
動速度及び移動方向に基づき、病変候補領域Ｌが０．１秒後に観察画像Ｇ１外へ移動する
か否かを判定する（Ｓ１４）。
【００５５】
　遅延時間制御部３７は、病変候補領域Ｌが０．１秒後に観察画像Ｇ１外へ移動するとの
判定結果を得た（Ｓ１４：Ｙｅｓ）場合に、後述のＳ１５の処理を行う。また、遅延時間
制御部３７は、病変候補領域Ｌが０．１秒後に観察画像Ｇ１外へ移動しないとの判定結果
を得た（Ｓ１４：Ｎｏ）場合に、前述のＳ１３の処理を行う。
【００５６】
　遅延時間制御部３７は、病変候補領域Ｌの検出が開始されたタイミングから経過した現
在の経過時間を第１時間として再設定する制御を検出結果出力部３６に対して行う（Ｓ１
５）。
【００５７】
　遅延時間制御部３７は、Ｓ１１の処理により取得した病変候補領域Ｌの中心の現在の移
動速度に基づき、病変候補領域Ｌの移動速度が遅いか否かを判定する（Ｓ１６）。具体的
には、遅延時間制御部３７は、例えば、Ｓ１１の処理により取得した病変候補領域Ｌの中
心の現在の移動速度が毎秒５０ピクセル以下である場合に、病変候補領域Ｌの移動速度が
遅いとの判定結果を得る。また、遅延時間制御部３７は、例えば、Ｓ１１の処理により取
得した病変候補領域Ｌの中心の現在の移動速度が毎秒５０ピクセルを超える場合に、病変
候補領域Ｌの移動速度が速いとの判定結果を得る。
【００５８】
　遅延時間制御部３７は、病変候補領域Ｌの移動速度が遅いとの判定結果を得た（Ｓ１６
：Ｙｅｓ）場合に、後述のＳ１７の処理を行う。また、遅延時間制御部３７は、病変候補
領域Ｌの移動速度が速いとの判定結果を得た（Ｓ１６：Ｎｏ）場合に、後述のＳ２０の処
理を行う。
【００５９】
　遅延時間制御部３７は、Ｓ１１の処理により取得した病変候補領域Ｌの面積に基づき、
病変候補領域Ｌの面積が大きいか否かを判定する（Ｓ１７）。具体的には、遅延時間制御
部３７は、例えば、Ｓ１１の処理により取得した病変候補領域Ｌの面積（画素数）が観察
画像Ｇ１の総面積（全画素数）の５％以上である場合に、病変候補領域Ｌの面積が大きい
との判定結果を得る。また、遅延時間制御部３７は、例えば、Ｓ１１の処理により取得し
た病変候補領域Ｌの面積（画素数）が観察画像Ｇ１の総面積（全画素数）の５％未満であ
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る場合に、病変候補領域Ｌの面積が小さいとの判定結果を得る。
【００６０】
　遅延時間制御部３７は、病変候補領域Ｌの面積が大きいとの判定結果を得た（Ｓ１７：
Ｙｅｓ）場合に、後述のＳ１８の処理を行う。また、遅延時間制御部３７は、病変候補領
域Ｌの面積が小さいとの判定結果を得た（Ｓ１７：Ｎｏ）場合に、後述のＳ２０の処理を
行う。
【００６１】
　遅延時間制御部３７は、第１時間を初期値よりも短い時間に再設定する制御、すなわち
、第１時間を初期値より短縮させる制御を検出結果出力部３６に対して行う（Ｓ１８）。
【００６２】
　遅延時間制御部３７は、Ｓ１１の処理により取得した病変候補領域Ｌの中心の現在の移
動速度に基づき、病変候補領域Ｌの移動速度が遅いか否かを判定する（Ｓ１９）。具体的
には、遅延時間制御部３７は、例えば、Ｓ１６の処理と同様の処理を行うことにより、病
変候補領域Ｌの移動速度が遅いとの判定結果、または、病変候補領域Ｌの移動速度が速い
との判定結果のいずれかを得る。
【００６３】
　遅延時間制御部３７は、病変候補領域Ｌの移動速度が遅いとの判定結果を得た（Ｓ１９
：Ｙｅｓ）場合に、後述のＳ２０の処理を行う。また、遅延時間制御部３７は、病変候補
領域Ｌの移動速度が速いとの判定結果を得た（Ｓ１９：Ｎｏ）場合に、後述のＳ２１の処
理を行う。
【００６４】
　遅延時間制御部３７は、第１時間を初期値と同じ時間に再設定する制御、すなわち、第
１時間を初期値に維持させる制御を検出結果出力部３６に対して行う（Ｓ２０）。
【００６５】
　遅延時間制御部３７は、Ｓ１１の処理により取得した病変候補領域Ｌの面積に基づき、
病変候補領域Ｌの面積が大きいか否かを判定する（Ｓ２１）。具体的には、遅延時間制御
部３７は、例えば、Ｓ１７の処理と同様の処理を行うことにより、病変候補領域Ｌの面積
が大きいとの判定結果、または、病変候補領域Ｌの面積が小さいとの判定結果との判定結
果のいずれかを得る。
【００６６】
　遅延時間制御部３７は、病変候補領域Ｌの面積が大きいとの判定結果を得た（Ｓ２１：
Ｙｅｓ）場合に、前述のＳ２０の処理を行う。また、遅延時間制御部３７は、病変候補領
域Ｌの面積が小さいとの判定結果を得た（Ｓ２１：Ｎｏ）場合に、後述のＳ２２の処理を
行う。
【００６７】
　遅延時間制御部３７は、第１時間を初期値よりも長い時間に再設定する制御、すなわち
、第１時間を初期値より延長させる制御を検出結果出力部３６に対して行う（Ｓ２２）。
【００６８】
　そして、以上に述べたようなＳ１１～Ｓ１３及びＳ１６～Ｓ２２の処理によれば、遅延
時間制御部３７は、病変候補検出部３４ｂから入力される病変候補情報に含まれる位置情
報及びサイズ情報に基づき、観察画像Ｇ１内における病変候補領域Ｌの視認容易性が高い
か否かを判定して判定結果を得るとともに、当該得られた判定結果を用い、観察画像Ｇ１
内における病変候補領域Ｌの視認容易性が高い場合に、第１時間を初期値よりも短い時間
に再設定する一方で、観察画像Ｇ１内における病変候補領域Ｌの視認容易性が低い場合に
、当該第１時間を当該初期値よりも長い時間に再設定するようにしている。また、以上に
述べたＳ１１、Ｓ１２、Ｓ１４及びＳ１５の処理によれば、遅延時間制御部３７は、病変
候補検出部３４ｂから入力される病変候補情報に含まれる位置情報に基づき、観察画像Ｇ
１内からの病変候補領域Ｌの消失可能性が高いか否かを判定して判定結果を得るとともに
、当該得られた判定結果を用い、観察画像Ｇ１内からの病変候補領域Ｌの消失可能性が高
い場合に、病変候補領域Ｌの検出が開始されたタイミングから経過した現在の経過時間に
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おいて強調処理を即座に開始させるようにしている。
【００６９】
　なお、本実施形態の遅延時間制御部３７は、例えば、病変候補検出部３４ｂから入力さ
れる病変候補情報に含まれる位置情報及びサイズ情報と、記憶部３８に格納された術者情
報に含まれる術者の熟練度及び／または経験検査数と、に基づき、観察画像Ｇ１内におけ
る病変候補領域Ｌの視認容易性が高いか否かを判定して判定結果を得るようにしてもよい
（図２の一点鎖線）。そして、このような構成において、遅延時間制御部３７は、例えば
、記憶部３８に格納された術者情報に含まれる術者の熟練度が高い場合、及び／または、
記憶部３８に格納された術者情報に含まれる術者の経験検査数が多い場合に、第１時間を
初期値から短縮する（または初期値に維持する）ようにしてもよい。
【００７０】
　また、本実施形態の遅延時間制御部３７は、例えば、病変候補検出部３４ｂから入力さ
れる病変候補情報に含まれる位置情報及びサイズ情報と、制御部３２から入力される観察
画像Ｇ１に含まれる病変候補領域Ｌの明瞭性を示す所定のパラメータと、に基づき、観察
画像Ｇ１内における病変候補領域Ｌの視認容易性が高いか否かを判定して判定結果を得る
ようにしてもよい（図２の二点鎖線）。そして、このような構成において、遅延時間制御
部３７は、例えば、制御部３２から入力される観察画像Ｇ１のコントラスト、彩度、明度
、及び／または、シャープネスが高い場合に、第１時間を初期値から短縮する（または初
期値に維持する）ようにしてもよい。
【００７１】
　また、本実施形態の遅延時間制御部３７は、病変候補検出部３４ｂから入力される病変
候補情報に含まれる位置情報及びサイズ情報の両方に基づいて第１時間を再設定するもの
に限らず、例えば、当該位置情報または当該サイズ情報のいずれか一方に基づいて第１時
間を再設定するものであってもよい。
【００７２】
　また、本実施形態の遅延時間制御部３７は、観察画像Ｇ１内における病変候補領域Ｌの
視認容易性が高いか否かを判定して得られる判定結果、及び、観察画像Ｇ１内からの病変
候補領域Ｌの消失可能性が高いか否かを判定して得られる判定結果の両方を用いて第１時
間を再設定するものに限らず、例えば、これらの判定結果のうちの一方を用いて第１時間
を再設定するものであってもよい。
【００７３】
　検出結果出力部３６は、病変候補領域Ｌが検出されてからの経過時間がＳ３の処理によ
り再設定された第１時間に達したか否かを判定する（Ｓ４）。
【００７４】
　検出結果出力部３６は、病変候補領域Ｌが検出されてからの経過時間がＳ３の処理によ
り再設定された第１時間に達した（Ｓ４：Ｙｅｓ）場合に、観察画像Ｇ１に対してマーカ
画像Ｇ２を付加する強調処理を開始する（Ｓ５）。また、検出結果出力部３６は、病変候
補領域Ｌが検出されてからの経過時間がＳ３の処理により再設定された第１時間に達して
いない（Ｓ４：Ｎｏ）場合に、表示用画像Ｇを表示部４１に出力する処理を行う（Ｓ８）
。
【００７５】
　検出結果出力部３６は、Ｓ５の処理を行ってからの経過時間が第２時間に達したか否か
を判定する（Ｓ６）。
【００７６】
　検出結果出力部３６は、Ｓ５の処理を行ってからの経過時間が第２時間に達した（Ｓ６
：Ｙｅｓ）場合に、観察画像Ｇ１からマーカ画像Ｇ２を除くことにより強調処理を終了す
るとともに、表示用画像Ｇ内における観察画像Ｇ１の外側の領域に報知画像Ｇ３を付加す
る報知処理を開始する（Ｓ７）。また、検出結果出力部３６は、Ｓ５の処理を行ってから
の経過時間が第２時間に達していない（Ｓ６：Ｎｏ）場合に、表示用画像Ｇを表示部４１
に出力する処理を行う（Ｓ８）。すなわち、検出結果出力部３６は、Ｓ３の処理により再
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設定された第１時間が経過してから更に第２時間が経過した際に、強調処理を終了する。
【００７７】
　なお、本実施形態では、説明のため観察画面に表示される病変候補領域Ｌは１つである
が、観察画面には複数の病変候補領域Ｌが表示される場合もある。その場合、強調処理は
、各病変候補領域Ｌに対して行われ、各病変候補領域Ｌの検出から第１時間経過後に入力
される観察画像Ｇ１に対して各病変候補領域Ｌの強調処理が施される。
【００７８】
　そして、以上に述べたようなＳ１～Ｓ８及びＳ１１～Ｓ２２の処理が繰り返し行われる
ことにより、例えば、表示用画像Ｇの表示状態が図７に示すように遷移する。図７は、本
発明の実施形態に係る内視鏡システムにおいて行われる処理に伴う表示用画像の画面遷移
の一例を説明するための図である。
【００７９】
　まず、病変候補領域Ｌが最初に検出された後、第１時間が経過するまでは、マーカ画像
Ｇ２は表示されない。続いて、病変候補領域Ｌが、第１時間継続して検出されるとき、強
調処理部３６ａによって強調処理が開始され、表示用画像Ｇでは、マーカ画像Ｇ２が表示
される。続いて、病変候補領域Ｌが、第２時間経過しても継続して検出されるとき、強調
処理が終了されるとともに、報知部３６ｂによって報知処理が開始され、表示用画像Ｇで
は、マーカ画像Ｇ２が非表示にされるとともに報知画像Ｇ３が表示される。続いて、病変
候補領域Ｌが検出されなくなると、報知処理が終了され、報知画像Ｇ３が非表示になる。
【００８０】
　以上に述べたように、本実施形態によれば、例えば、複数の病変候補領域Ｌが観察画像
Ｇ１内に存在する場合、及び、観察画像Ｇ１外へ移動する可能性の高い病変候補領域Ｌが
観察画像Ｇ１内に存在する場合に、第１時間が初期値から短縮されるため、術者の目視に
よる病変部の見落としを極力防ぐことができる。また、以上に述べたように、本実施形態
によれば、例えば、サイズが小さくかつ移動速度の速い病変候補領域Ｌが観察画像Ｇ１の
外縁部に存在する場合に、第１時間が初期値から延長されるため、術者の目視による病変
部の見落としを極力防ぐことができる。すなわち、本実施形態によれば、術者に対し、観
察画像Ｇ１に対する注意力の低下を抑え、病変部発見能力の向上を妨げずに、注目領域を
提示することができる。
【００８１】
　なお、本実施形態では、制御部３２は、内視鏡２１から入力される撮像信号に対し、例
えば、ゲイン調整、ホワイトバランス調整、ガンマ補正、輪郭強調補正、拡大縮小調整等
の画像調整を行い、画像調整後の観察画像Ｇ１を検出支援部３３に入力させるが、画像調
整の一部又は全部は、検出支援部３３に入力される前ではなく、検出支援部３３から出力
される画像信号に対して行われても構わない。
【００８２】
　また、本実施形態では、強調処理部３６ａは、マーカ画像Ｇ２を病変候補領域Ｌに付加
させるが、マーカ画像Ｇ２は、検出された病変候補領域Ｌの確からしさにより、色分けし
て表示されても構わない。この場合、病変候補検出部３４ｂは、病変候補領域Ｌの確から
しさ情報を含む病変候補情報を強調処理部３６ａに出力し、強調処理部３６ａは、病変候
補領域Ｌの確からしさ情報に基づいた色分けによって強調処理をする。この構成によれば
、術者が、病変候補領域Ｌを観察する際、マーカ画像Ｇ２の色によってフォールスポジテ
ィブ（誤検出）の可能性の大小を推測可能である。
【００８３】
　また、本実施形態では、検出支援部３３は、回路により構成されるが、検出支援部３３
の各機能は、ＣＰＵの処理によって機能が実現する処理プログラムによって構成されても
構わない。
【００８４】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。



(12) JP 6602969 B2 2019.11.6

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(13) JP 6602969 B2 2019.11.6

【図６】 【図７】



(14) JP 6602969 B2 2019.11.6

10

フロントページの続き

    審査官  増渕　俊仁

(56)参考文献  特開２０１１－２５５００６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１５－８７８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－２１８０９０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　１／００－１／３２　　　　



专利名称(译) 内窥镜图像处理装置

公开(公告)号 JP6602969B2 公开(公告)日 2019-11-06

申请号 JP2018518812 申请日 2016-05-23

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

当前申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 岩城秀和

发明人 岩城 秀和

IPC分类号 A61B1/045 A61B1/00

CPC分类号 A61B1/00009 A61B1/0005 A61B1/04 G06T7/0012 G06T2207/10068 G06T2207/20021 G06T2207
/30032 G06T7/20 G06T7/70 G06T2207/20172

FI分类号 A61B1/045.618 A61B1/00.551 A61B1/045.610

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

其他公开文献 JPWO2017203560A1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

内窥镜图像处理装置包括处理器，该处理器执行用于从顺序输入的观察
图像中检测关注区域的处理。当从感兴趣区域的检测开始的时间点开始
经过第一时间段之后的第一时间段之后，对输入的对象的观察图像执行
与感兴趣区域相对应的位置的增强处理。 -不断检测到兴趣；并基于指示
观察图像中的关注区域的位置的位置信息和指示观察图像中的关注区域
的尺寸的大小信息中的至少一个来设置第一时段。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7b8dd03f-8aad-4c0e-9a50-c6b39906e757
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/060411173/publication/JP6602969B2?q=JP6602969B2

